
202６年度 

神戸市市民福祉顕彰 

候補者の推薦 

  

 
市民福祉顕彰とは 

市民の福祉活動のより一層の推進を図ることを目的に、 

市民福祉の向上と発展に寄与された方々に、 

「市民福祉功労賞」「市民福祉奨励賞」を贈呈する制度です。 

 

詳しくは神戸市ホームページからご確認ください▶ 

 

 
 

 

 

締切日 202６年 5 月 29 日（金） 
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神戸市では、若者 高齢者 障がい者 誰もが安心安全で心豊かに幸せ

を実感できる生活をおくり、将来を担う若者が輝き、活躍できるまちをめ

ざし、様々な取り組みを行っています。 

この一環として、「神戸市民の福祉をまもる条例」第 56 条の規定に基

づき、「市民福祉功労賞」「市民福祉奨励賞」を設け、本市の市民福祉の向

上と発展に寄与された方々に贈呈しております。 

つきましては、この実施要項をご参照のうえ、本年度の「市民福祉功労

賞」「市民福祉奨励賞」をお贈りするにふさわしい候補者をご推薦くださ

いますようお願いいたします。 

 

   

＜参考＞ 

神戸市民の福祉をまもる条例（抜粋）                                昭和 52 年 1 月 10 日制定 
（目的） 

第１条 この条例は、市民福祉の理念を確立し、市民福祉の向上に果たすべき市、事業者及び市民それぞ

れの役割と責務を明らかにするとともに、市民福祉に関する施策の基本となる事項を定め、もつて福祉

都市づくりの総合的推進を図ることを目的とする。 

（市民福祉の基本理念） 

第２条 すべて市民は、健康、所得、教育、労働、住宅等生活の基礎的条件が安定的に確保されることに

より、生涯にわたり人間に値する生活と人格の自由な発展とがひとしく保障されなければならない。 

２ 市、事業者及び市民は、市民福祉の基盤が家庭及び地域社会にあることにかんがみ、家庭機能の尊重

及び保持並びに良好な地域社会の形成に努めなければならない。 

３ 市、事業者及び市民は、市民福祉が社会的な連帯により実現することを認識し、それぞれの有する役

割と責務を一体となって果たすよう努めなければならない。 

 

第３条～第 55条  略 

 

（業績の公表等） 

第 56 条 市長は、市民又は事業者が市民福祉の向上に著しく貢献したと認める場合においては、その業

績を公表し、かつ、その功績を表彰するものとする。 

 

担当：神戸市福祉局政策課 

 

神戸市長 



2026 年度 

神戸市市民福祉顕彰実施要項 
１ 目  的 

「神戸市民の福祉をまもる条例」第 56 条の規定の趣旨に基づき、市民福祉の向上と発展に貢献し、

特にその功績が顕著であるものに対してその功績をたたえるため「市民福祉功労賞」を、また市民福

祉の推進において将来への積極的な発展が期待され、特にその活動を推奨すべきものに対して「市民

福祉奨励賞」を贈呈することにより、市民福祉活動の一層の向上、発展を図るとともに市民福祉の普

及・啓発に資することを目的とする。 

 

２ 顕彰の対象 

（１）市民福祉の向上と発展に寄与し、かつ今後も一層の活動が期待される個人又は団体とする。 

ただし、個人又は団体の業としての行為及び利益代表団体、宗教団体等がその本来の目的のため

に行った行為を除く。 

（２）上記の活動を行う個人又は団体で、市内に住所、事務所又は活動の本拠を有するもの。 

〈例示〉 

     ① 施設や地域において、ボランティア活動に従事し、市民福祉の向上に貢献した個人又は団体。 

② 地域活動を積極的に行い、市民福祉の向上に貢献した個人又は団体。 

③ 市民の保健衛生の向上に貢献した個人又は団体。 

④ 施設等を地域に開放し、市民福祉の向上に貢献した事業者。 

⑤ 高齢者・心身障害者を積極的に雇用し、市民生活の向上に貢献した事業者。 

⑥ 福祉教育活動を積極的に行い、市民福祉の向上及び啓発に貢献した個人又は団体。 

⑦ その他市民福祉の向上に寄与するもの。 

 

３ 顕彰の種類 

（１）市民福祉功労賞 

その功績が特に顕著で、今後も一層の活躍が期待される個人又は団体に贈呈。 

（２）市民福祉奨励賞 

活動が、①先駆的、先導的活動である、②継続的活動である、③将来への継続・発展が期待され

る、④他の市民に波及的な効果・影響が期待される個人又は団体に贈呈。 

 

４ 受賞者数 

「市民福祉功労賞」「市民福祉奨励賞」とも若干名。 

 

５ 受賞者の決定 

学識経験者及び市関係者によって構成する市民福祉顕彰選考会で選考し、市長が決定する。 

 

６ 表彰式（予定） 

  2026 年９月３日（木） 

 

７ 推薦方法 

福祉局政策課、各区保健福祉部等で配布しております募集パンフレットの「2026 年度神戸市市民福

祉顕彰推薦書」により推薦してください。(自薦他薦を問いません。) 

 

８ 締め切り 

2026 年５月 29日（金） 消印有効   

 

９ 提 出 先 

〒650-8570 神戸市中央区加納町６－５－１  神戸市福祉局政策課 

 



過去の神戸市市民福祉顕彰受賞者【 2006 年度～】  

※過去の受賞者はホームページに掲載し ています。  

年度 功労賞 奨励賞 

2021 
松 端 信 茂 

松 原 一 郎 

神戸常盤大学 
特定非営利活動法人神戸の冬を支える会 

2020 
竹 中 ナ ミ  
祐 村  明 
一般社団法人神戸市ケアマネジャ ー連絡会 

語り 継ごう 阪神・ 淡路大震災ふれあいコ ンサート 花 
新明和ハート フ ル株式会社 
ト ヨ タ ハート フ ルプラ ザ神戸 

2019 

武 田 純 子 
中 野 則 子 
一般社団法人神戸市医師会 
神戸市シルバーサービス事業者連絡会 

株式会社川重ハート フ ルサービス 
株式会社ト ーホーウイ ング 
神戸松蔭女子学院大学 

2018 

池 内  正 
億 川  潔 
南 部 征 喜 
松 井 年 孝 

神戸親和女子大学 
城の下通 3 丁目自治会 城の下通 3 丁目猫の会 
精神保健福祉ボラ ンティ アグループいずみ 
特定非営利活動法人みちし るべ神戸 

2017 

有 本 雅 子 
池 田 希美枝 
市 原 紀久雄 
高 田   實 

甲南女子大学「 甲南子育てひろば」  
KOBE 須磨きら く えん 
特定非営利活動法人神戸猫ネッ ト  
社会福祉法人すいせい 
公益財団法人中山視覚障害者福祉財団 
社会福祉法人ヨ ハネ会 

2016 

砂 金 美津子 
大 䭜 正 忠 
大 森 綏 子 
住 谷 幸 雄 
宮 脇 テル子 

特定非営利活動法人神戸オレンジの会 
眼の会 
山田小学校どんぐ り 教室 
株式会社 WAPコ ーポレーショ ン 

2015 

川 村 基 子 
武 田   建 
古 田 耕 司 
本 庄   昭 

三 島 浩 昭 
特定非営利活動法人Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ の家族と 友人をつなぐ 会 
国際ソ ロプチミ スト 神戸 
特定非営利活動法人ぴっ ぴ 

2014 

川 島 龍 一 
白波瀬 敏 夫 
田 丸 泰 邦 
藤 原 礼 子 

西 谷 真 弓 
有限会社ジャ ーマンホームベーカ リ ー エッ チ． フ ロイ ンド リ ーブ 
特定非営利活動法人神戸なごみの家 
特定非営利活動法人ユースプラ ザ西 2009 

2013 

髙 谷 雅 子 
板 東   慧 
室 谷 弘 文 
山 原 愛 子 

SMBCグリ ーンサービス株式会社 神戸支社 
健康体操会 
特定非営利活動法人 KOBE 子育てネッ ト  
特定非営利活動法人 S-pace 
特定非営利活動法人ひょ う ご被害者支援センタ ー 

2012 
奥 本 一 夫 
原   仁 美 
東 原   武 

神戸ユニバーサルツーリ ズムセンタ ー 
特定非営利活動法人多重債務による自死をなく す会 コ アセンタ ー・ コ スモス 
公益社団法人認知症の人と 家族の会 兵庫県支部 
ひょ う ご多胎ネッ ト  

2011 

岩 崎 廣 司 
岸 本   博 
近 藤 敏 郎 
𠮷 田   寛 

KOBE 三宮・ ひと 街創り 協議会 
特定非営利活動法人し ゃら く  
株式会社ナリ スコ スメ ティ ッ ク フ ロンティ ア 
特定非営利活動法人ふぉ ーら いふ 

2010 
黒 川 恭 眞 
吉 田 耕 造 
賀 川 記 念 館 

特定非営利活動法人上野丘さ つき家族会 
精神保健地域支援の会みつばち 
ハート でアート こ う べ実行委員会 
特定非営利活動法人ピュ アコ スモ 
特定非営利活動法人 Present  Gar den t o アンク ルンオーケスト ラ  

2009 

西  條      晃 
村  田  正  雄 
吉  岡  正  勝 
神戸市児童養護施設連盟 
神戸市母子生活支援施設協議会 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 
ヒ ュ ーマンコ ミ ュ ニティ 創成研究センタ ー「 のびやかスペース あーち」  

こ う べ UD広場( こ う べユニバーサルデザイン推進会議)  
日本パーソ ネルセンタ ー株式会社 
ひょ う ご DV被害者支援連絡会 

2008 

井  上  勝  彦 
谷  口  剛  義 
藤  吉  敏  信 
村  井  和  子 

音楽グループ コ スモス 
神戸市動物管理センタ ー譲渡事業支援ボラ ンティ アグループ 

( 社) 日本動物福祉協会 CCク ロ  
兵庫区福祉団体連合会 

2007 
竹  本  成  德 
山  口  陽  雄 
神戸市重度心身障害児( 者) 父母の会 

須磨区子育てサーク ル連絡会 
兵庫県 LD親の会 たつの子 
( 株) ワールド ビジネスサポート  

2006 
志 井 保 治 
谷 口 正 己 
藤 原 豊 三 

神戸アイラ イ ト 協会 
神戸市ケアマネジャ ー連絡会 
神戸楽泳会 
西区在宅高齢者介護の会さ さ えあいの会 



神戸市市民福祉顕彰 近年の受賞者の主な功績 
 

市    

民    

福    

祉    

功    

労    

賞 

年度 個人・ 団体名 主  な  功  績 

2025 足 立 了 平 

神戸市歯科口腔保健推進検討会の会長と し て 政令指定都市初のオーラ ルフ レイ ル対策
や小学校のフ ッ 化物利用全市展開などの推進に寄与さ れると と も に 神戸市地域包括ケ

ア推進部会では 寝たき り 高齢者への口腔機能管理等の推進にも 尽力さ れるなど 市民

の歯科口腔保健の向上に 大きく 貢献さ れまし た 

2024 成 田 康 子 
兵庫県看護協会の会長と し て看護師の確保や調整・ 災害支援ナースの養成に尽力さ れる と と も に
神戸市で開催し ている各審議会や協議会・ 委員会に委員・ 評議員と し て参画さ れ 神戸市保健行政
の様々な分野で保健医療福祉の向上に 大き く 貢献さ れまし た 

2023 

伊 藤 清 彦 
神戸市薬剤師会会長と し て 薬物乱用防止や献血に関する啓発事業などを実施さ れると と も に新
型コ ロナウイルス感染症のワク チン集団接種会場における薬剤師会の応援体制を 構築し  本市に
おけるワク チン接種の推進に 大きく 貢献さ れまし た 

髙 野  清 
神戸市身体障害者団体連合会の役員と し て 当団体の理事長に就任さ れると と も に神戸市施策推
進協議会 神戸市バリ アフ リ ー推進会議 神戸市障害者差別解消支援地域協議会の各委員にも 就任
し  障害福祉の向上に 大き く 貢献さ れまし た 

橋 本 好 昭 
地区民生委員児童委員協議会会長 区民生委員児童委員協議会会長と し て 民生委員・ 児童委員の
模範と なり  民生委員児童委員協議会の統括に尽力さ れると と も に 神戸市民生委員児童委員協議
会理事長と し て 同協議会の発展および地域福祉の向上に 大きく 貢献さ れまし た 

2022 

稲 井 信 男 
保護司と し て 犯罪や非行のない明るい地域社会の実現に 尽力さ れると と も に 神戸市保護司会
連絡協議会会長と し て更生保護の充実と  保護司の地位向上に 大きく 貢献さ れまし た 

置 塩  隆 
神戸市医師会長と し て 積極的に活動さ れ 公衆衛生・ 地域医療活動に 尽力さ れると と も に 新型
コ ロナウイ ルス感染症対策と し て コ ロナワク チン接種 Ｐ Ｃ Ｒ 検査センタ ーの運営や 自宅療養
者等への健康観察など 長年にわたり 市民の生命・ 健康を守るために 大きく 貢献さ れまし た 

安 井 仁 司 
神戸市歯科医師会長と し て 高齢者への訪問診療 休日歯科診療等の実施など 長年にわたり 市民
の歯科口腔保健の向上に 尽力さ れると と も に 国内初の歯科医師による コ ロナワク チン接種事
業に取り 組まれ 新型コ ロナウイ ルス感染防止対策に 大き く 貢献さ れまし た 

 
 

市    

民    

福    

祉    

奨    

励    

賞 

年度 個人・ 団体名 主  な  功  績 

2025 

神戸学院大学 

育児に関する不安や悩みを抱える保護者に対し  資格を有する専任の保育士が相談支援
を行う と と も に 心理学部担当教員が直接利用者と 交流するプログラ ムを定期的に開催 
し  専門的な内容でも 安心し て相談できる場づく り に取り 組み 子育て支援や地域の活
性化に大きく 貢献さ れまし た 

スギスマイ ル株式会社 
神陵台事務所 

障がいのある方も 一人ひと り が能力を活かし ながら  社会の中でいつも 「 笑顔＝スマイ
ル」 でお互いに協力し ながら 働く こ と で「 成長」 し 「 自立」 し ていく こ と ができる会社
を目指し  働く 意欲と 能力を有する障害者の社会参加と 経済的自立の促進に向けて大き
く 貢献さ れまし た 

2024 
AI Gハーモニー株式会社 
神戸支店 

「 障がい者と 健常者の協働による価値創造を 行う こ と 」 を目的と し  障害のある社員の個性を尊重
し  有意義な仕事と スキルアッ プの機会を 提供し ながら  働く 意欲と 能力を有する障害者の社会参
加と 経済的自立の促進に向けて大きく 貢献さ れまし た 

2023 

株式会社 すまいるこ こ ろ 
近隣の特別支援学校や就労支援事業所と 連携を図り  地域に根差し た障害者雇用を と おし て 企業
や障害者だけでなく 地域や社会も 幸せになる 雇用に取り 組まれ 働く 意欲と 能力を 有する障害者
の社会参加と 経済的自立の促進に向けて大き く 貢献さ れまし た 

特定非営利活動法人
100 年福祉会 片山工房 

長年にわたり  障害のある方の「 し たい」 こ と を 形にする場と し て 多岐にわたる表現活動に寄り
添い きめ細やかなサポート を行っ ており  社会福祉の向上に大き く 貢献さ れまし た 

2022 株式会社 ト リ ド ールＤ ＆Ｉ  
「 働く 場所の提供だけでなく 同じ 人と し て隔たり のない職場環境づく り を行い会社と 社会に貢献
する活動をする」 こ と を 理念に 積極的に障害者の方々の雇用に取り 組まれ 障害者福祉の向上に
大きく 貢献さ れまし た 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜問い合わせ先＞ メールフォームはこちら ▶▶▶ 

電話：0570-083-330 または 078-333-3330 

神戸市お問い合わせセンター（年中無休 8 時～21 時） 

 
 
 
 
 
 

 
2026 年４月発行 



2026 年度神戸市市民福祉顕彰推薦書 

記載年月日   年   月   日 

１． 市民福祉功労賞         ２． 市民福祉奨励賞 

（どちらかに○印を入れてください。） 

【
個 

人
】 

（フリガナ） 

 

候補者名 
 

（                              ） 

 

 

(生年月日)      年   月  日生  

【
団 

体
】 

（フリガナ） 

 

団 体 名
および 
代表者名 

（                              ） 
 

 

設立年月日 年  月  日設立 構成員数 人 

住所又は所在地 

 〒 

 

 

職 業 又 は 

団体の業務 

 

 

活 動 内 容 
又 は 実 績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

経   歴 

 

表 彰 歴 

 

そ の 他 

参 考 事 項 

 

・経歴及び表彰歴については、わかる範囲でご記入ください。 

 

 

推  薦  者 

氏  名 

（団体の場合は団体名と代表者） 

 

 

住  所 

〒 

 

 

TEL 

 


